
平成 30年 12月 13日 

6年生の保護者の皆様 

札幌市立あいの里西小学校 

校 長 堀 口 隆 一 

平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果について 
 

寒冷の侯、保護者の皆様におかれましてはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。また、日頃

より本校の教育活動に対しまして、温かいご理解とご協力を賜り深く感謝申し上げます。 

 さて、４月に、児童の学力・学習状況の把握分析を目的として文部科学省が実施した「全国学力・   

学習状況調査」の実施結果、及び分析についてご報告いたします。（なお、本調査により測定できるの

は学力の特定の一部であり、学校における教育活動の一側面であることに十分ご留意ください。） 

 

 

２ 本校の実施結果の概要 

 

① 児童の学力の状況と分析・課題 

国 
 
 
 
 

語 

主として 

「知識」に関する 

問題Ａ 

▼「話すこと・聞くこと」   ▼「書くこと」 

▼「読むこと」        ◇「言語事項」 

〔全国平均正答率を上回った内容〕 

「慣用句の意味を理解し、使う」「主語と述語に注意して文を書く」 

〔全国平均正答率を下回った内容〕 

「目的に応じて必要な情報を捉える」「適切に敬語を使う」など 

主として 

「活用」に関する 

問題Ｂ 

 ▼「話すこと・聞くこと」  ▼「書くこと」 

△「読むこと」 

〔全国平均正答率を上回った内容〕 

「自分の考えを明確にしながら読む」「目的に応じて選んで読む」 

〔全国平均正答率を下回った内容〕 

「比較して推薦文を書く」「内容の中心を明確にして書く」など 

算 
 
 
 
 
 

数 

主として 

「知識」に関する 

問題Ａ 

▼「数と計算」       ▼「量と測定」 

◆「図形」         ▼「数量関係」 

〔全国平均正答率を上回った内容〕 

「円周率」「百分率」 

〔全国平均正答率を下回った内容〕 

「小数の除法」「分度器の使い方」など 

主として 

「活用」に関する 

問題Ｂ 

 ▼「数と計算」       ▼「量と測定」 

▼「図形」         ▼「数量関係」 

〔全国平均正答率を上回った内容〕 

「棒グラフ」 

〔全国平均正答率を下回った内容〕 

「数量関係を式に表す」など 

理 
 

科 

◆「物質」   ◆「エネルギー」   ◇「生命」   ◆「地球」 

〔全国平均正答率を上回った内容〕 

「生き物の観察」「光電池のしくみと働き」など 

〔全国平均正答率を下回った内容〕 

「実験の仕方を考える（流水・電流）」「ものの溶け方のきまり」など 

【区分及び領域の記号の意味】 

 （△）上回っている 
（◇）やや上回っている 
（◆）やや下回っている 

 （▼）下回っている 

ほぼ同程度 



②改善の方向 

国 

語 

○ 相手や目的に応じて適切に話したり、目標を明確にして要点を簡潔にとらえながら、聞いた

りする指導の充実。 

○ 書く目的や意図を明確にし、自分の考えをまとめたり、文章を的確に要約したりする指導の

充実。 

○ 場面や相手に応じて適切に敬語を使う指導の充実。 

算 

数 

○ 既習の計算や数直線、図などを用い、計算の意味や仕組みについての理解を深め、正しく  

計算できるようにするとともに、日常の事象において、目的に応じて概算し、正しく処理で

きるようにする指導の充実。 

○ 学習や日常の事象から、図形の性質を見出し、説明する活動を通して理解できるようにする

指導の充実。 

○ 図や数直線に表す活動等を通して、「単位あたりの量」を正しく捉えることができるように

する指導の充実。 

理 

科 

○ 事物・現象をじっくりと観察したり、予想や考察を実験から得た具体的な数値と結び付け  

ながら考えたりするなどの指導の充実。 

○ 学習を通して獲得した知識を実際の自然や日常生活の事物・現象に当てはめて考える指導の

充実。 

○ 様々な機会を通して観察・実験用具を使うとともに、必要感をもって観察・実験をする指導

の充実。 

 

③質問紙調査 

学校での 

学習への取組み 

 読書が「好き」と答える子が多い。 

 算数の勉強が「大切だ」と考える子が多いが、内容が難しいと感じている子も

多く見られ、あきらめずに取り組もうとする意欲が比較的低い様子が見られる。 

 理科が「好き」と答える子が多く、特に実験や観察に対する興味・関心が高い。 

家庭での 

生活や学習に 

関する習慣 

 起床・朝食・就寝・睡眠など、規則正しい生活を心がけている子が多い。    

 家で、学校の授業の予習・復習をしている子がやや少ない。 

 自分自身への肯定感や満足感はやや低い。 

 地域の行事に参加している子が非常に多い。 

 テレビのニュース番組や、インターネットのニュースを見ている子が多い。 

  


